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成果概要 /柳 拓明 

 今回の出張では 6 月 22 日から 25 日まで Snake Ecology Group（ウィスコンシン州ウィ

ンター）、27 日から 30 日まで SSAR（ミシガン州アナーバー）の学会にそれぞれ参加した。

Snake Ecology Group はヘビ類の生態をテーマにした非常に専門性の高い学会であり、

SSAR は爬虫・両生類学を中心としたより規模の大きい学会であった。Snake Ecology 

Group では、私の博士課程の研究テーマであるリュウキュウアオヘビの頭部形態や捕食行

動をテーマに発表した。一方、SSAR ではサブテーマで行っていたアオダイショウとシマヘ

ビの登攀能力の比較について発表した。発表時間はどちらも一時間程しかなく、ディベイ

トできる機会は限られていたが、その後の懇親会で多くの研究者と意見交換することがで

きた。英語で相手の質問を聞いたり答えたりすることが難しく、上手く意思疎通できない

ときもあったが、非常に良い経験ができた。さらに申請者の研究室の共同研究者とも会う

ことができ、今後の研究方針についても議論することができた。 

日本ではヘビ類の生態を中心に活動している研究者はほとんどいないが、アメリカには

たくさんのヘビ研究者がおり、保全活動なども盛んに行われていることを知った。特に

SNS などを活発に利用して一般市民に情報を公開しつつ寄付を募って保全や研究活動を実

施している研究室が多かったのが印象的であった。日本ではヘビ類などのマイナーな生物

の保全や基礎研究は遅れているが、それらの重要性を理解してもらうためにも一般市民と

の情報共有がとても大切だと改めて感じた。 

また、学会には付属のエクスカーションや博物館見学、オークションなどもあり、他の

研究者たちと共にそれらを楽しむことができた。エクスカーションでは学会会場周辺でヘ

ビ類を始めとする生物を探し、大きなカミツキガメやシシバナヘビなども見ることがでた。

アメリカは世界一爬虫・両生類の研究が盛んな国であるため、多くの爬虫・両生類の行動

や形態の機能、系統関係などが明らかになっており、それらを実際に現地で観察できたこ

とは今後研究を進めていく上でも大きな財産になるだろう。博物館見学ではアメリカの種

だけでなくアジアやオーストラリアに生息する希少な種の標本も拝見することができ、大

きな感銘を受けた。私はこれまでの研究活動で国内の様々な博物館を訪れたが、多くの博

物館で標本の管理がずさんであり、状態の悪いものや紛失して見つからないものなどが

多々あった。我が国の研究水準を高め、国際的に活躍できる研究者を増やすためにも博物

館を充実させていくことは重要であると感じた。

オークションでは入手が難しい爬虫両生類の専門

書を安価で購入することができた。今後はこれら

の本を用いて輪読会を実施し、研究室のメンバー

と共に互いに知識を高め合いたいと考えている。 
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